
令和７年度

諏訪広域連合予算概要

令和７年３月

～ ひびきあい みらいへ諏訪の 輪はひとつ ～



■はじめに

諏訪広域連合は、岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、富士見町、原村（以下、

「関係市町村」といいます。）から構成され、諏訪圏域（以下、「圏域」といいま

す。）の広域的ニーズに柔軟かつ効率的に対応するため、平成１２年に設置され、介

護保険・消防の広域運営や救護施設八ヶ岳寮の管理・運営、情報化の推進といった広

域行政に関する業務を行っています。

近年、圏域を取り巻く情勢は大きく変化しており、行政に対する課題は、人口減少

や少子高齢化、環境問題などと市町村の枠を超え、より高度で広域的なものとなって

います。こうした状況の中、諏訪広域連合では令和４年度から令和８年度までの５年

間を計画期間とする広域計画（第５期）を策定しました。

令和７年度の予算は、社会情勢の変化や関係市町村の厳しい財政状況を踏まえ、事務

事業の効率化を図り、行政・地域情報化支援事業、介護保険関連事業、救護施設八ヶ岳

寮の施設整備・記念事業、消防指令システム部分更新・各署整備事業、職員共同研修・

人材育成事業といった重点事業の実施により、広域計画における５項目の柱を推進し、

圏域住民の皆さまの福祉を増進できるように策定しました。
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予算編成の基本的な考え方

※ 本書で用いる数値の割合（％）は小数点第二位までの表示としています。そのため、合計が一

致しない場合があります。また、表中前年度比較の欄で「↗」は増加、「↘」は減少です。



区　　　分 ７年度 ６年度

一般会計 6億8,509万6千円 5億6,719万5千円 ↗ 1億1,790万1千円

救護施設八ヶ岳寮特別会計 4億1,617万3千円 3億6,426万4千円 ↗ 5,190万9千円

介護保険特別会計 212億1,616万7千円 205億8,579万6千円 ↗ 6億3,037万1千円

諏訪広域消防特別会計 28億4,956万4千円 25億3,815万6千円 ↗ 3億1,140万8千円

諏訪地域ふるさと振興基金
事業特別会計

1,185万6千円 1,112万0千円 ↗ 73万6千円

合　　　計 251億7,885万6千円 240億6,653万1千円 ↗ 11億1,232万5千円

　令和７年度の諏訪広域連合の予算は総額251億7,885万6千円で、各会計別の予算額は次
の表のとおりです。

前年度比較
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■予算の概要

■当初予算額の推移

■予算に対する各会計の割合
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■歳入

分担金及び負担金 2億4,783万7千円 2億4,930万4千円 ↘ 146万7千円 関係市町村からの負担金

国庫支出金 2億0,085万2千円 1億4,985万6千円 ↗ 5,099万6千円 国からの負担金
県支出金 1億0,064万0千円 7,512万9千円 ↗ 2,551万1千円 県からの負担金
財産収入 39万5千円 20万8千円 ↗ 18万7千円 基金運用利子収入
繰入金 1億1,936万1千円 6,568万1千円 ↗ 5,368万0千円 基金繰入金
繰越金 827万0千円 1,939万7千円 ↘ 1,112万7千円 前年度繰越金
諸収入 774万1千円 762万0千円 ↗ 12万1千円 雑入　ほか

歳入合計 6億8,509万6千円 5億6,719万5千円 ↗ 1億1,790万1千円

■歳出

議会費 207万0千円 97万4千円 ↗ 109万6千円 議会運営費
総務費 1億4,520万1千円 1億4,531万3千円 ↘ 11万2千円 総務管理費
民生費 5億0,292万8千円 3億6,752万3千円 ↗ 1億3,540万5千円 介護保険関連事業費　

衛生費 3,439万7千円 5,288万5千円 ↘ 1,848万8千円
病院群輪番制病院
運営事業費

予備費 50万0千円 50万0千円 = 0千円
歳出合計 6億8,509万6千円 5億6,719万5千円 ↗ 1億1,790万1千円

＜個別施設計画中間見直し事業＞ 23万1千円
　公共施設等個別施設計画の中間見直しに伴い、施設の劣化調査を行い、計画の見直しを行います。
＜情報システム管理事業＞ 200万円

＜重層的支援体制整備事業＞ 1億2,208万円 ↗
　地域福祉の推進のために必要な環境を重層的に整備します。
＜議会行政視察事業＞ 　143万8千円 ↗
　隔年実施で、諏訪広域連合議会による先進地域の知見を取り入れるための視察を行います。

　広域連合主催の会議などにおいてペーパーレス化に取り組むため、パソコン・ソフトウェア等を導入し
ます。

主な内容

主な内容区 分

区 分

６年度７年度

７年度 ６年度 前年度比

前年度比

■歳入

■一般会計

■主な新規事業
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1.13%
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0.17%

総務費

21.19%

民生費

73.41%

衛生費

5.02%

予備費

0.09%

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

分担金及び負担金 2億4,709万3千円 2億3,110万8千円 ↗ 1,598万5千円 市分の措置費
県支出金 1億0,427万9千円 9,712万8千円 ↗ 715万1千円 町村分の措置費
財産収入 49万1千円 26万7千円 ↗ 22万4千円 基金運用利子収入
寄附金 1千円 1千円 = 0千円
繰入金 3,899万0千円 1,407万3千円 ↗ 2,491万7千円 基金繰入金
繰越金 2,000万0千円 1,800万0千円 ↗ 200万0千円 前年度繰越金
諸収入 531万9千円 368万7千円 ↗ 163万2千円 雑入　ほか

歳入合計 4億1,617万3千円 3億6,426万4千円 ↗ 5,190万9千円

■歳出

民生費 4億1,517万3千円 3億6,326万4千円 ↗ 5,190万9千円
施設管理費及び
施設事業費

予備費 100万0千円 100万0千円 = 0千円
歳出合計 4億1,617万3千円 3億6,426万4千円 ↗ 5,190万9千円

＜空調設備設置工事＞ 1,306万1千円 ↗
　近年の猛暑に対応するため利用者居室56室へ空調設備を設置し、すべての居室への設置を完了とします。
＜第50回八ヶ岳寮記念寮祭＞ 　 　100万円 ↗
　八ヶ岳寮祭は第50回の節目を迎えることから、記念寮祭を開催します。

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

■救護施設八ヶ岳寮特別会計

■歳入 ■歳出
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財産収入
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■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

保険料 42億0,637万6千円 42億4,723万8千円 ↘ 4,086万2千円 介護保険料特別徴収他

分担金及び負担金 30億4,437万4千円 28億7,158万9千円 ↗ 1億7,278万5千円 関係市町村からの負担金

使用料及び手数料 13万3千円 30万1千円 ↘ 16万8千円 督促手数料他
国庫支出金 48億7,220万0千円 47億7,617万3千円 ↗ 9,602万7千円 国からの負担金

支払基金交付金 55億1,811万4千円 53億5,881万6千円 ↗ 1億5,929万8千円
社会保険診療報酬支
払基金からの負担金

県支出金 30億0,222万3千円 29億3,888万0千円 ↗ 6,334万3千円 県からの負担金
財産収入 267万3千円 122万4千円 ↗ 144万9千円 基金運用利子収入
繰入金 5億6,302万3千円 3億8,452万4千円 ↗ 1億7,849万9千円 基金繰入金他
繰越金 400万2千円 400万2千円 = 0千円 前年度繰越金
諸収入 304万9千円 304万9千円 = 0千円 雑入他

歳入合計 212億1,616万7千円 205億8,579万6千円 ↗ 6億3,037万1千円

■歳出

総務費 4億3,756万0千円 3億1,499万2千円 ↗ 1億2,256万8千円 総務管理費他
保険給付費 197億6,553万5千円 192億0,569万9千円 ↗ 5億5,983万6千円 介護サービス等諸費他

基金積立金 267万3千円 122万4千円 ↗ 144万9千円
介護給付費準備
基金積立金

地域支援事業費 9億1,128万6千円 9億9,785万6千円 ↘ 8,657万0千円 サービス・活動事業費他

公債費 75万0千円 75万0千円 = 0千円 基金運用利子
諸支出金 9,636万3千円 6,327万5千円 ↗ 3,308万8千円 償還金及び還付加算金他

予備費 200万0千円 200万0千円 = 0千円
歳出合計 212億1,616万7千円 205億8,579万6千円 ↗ 6億3,037万1千円

＜ガバメントクラウド関連費＞ 7,736万3千円
　標準化法に基づき令和７年度末までに行うこととされている、介護保険システムの標準準拠システムへ
の移行を行います。

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

■介護保険特別会計
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■主な新規事業



＜保険給付費＞ 5億5,983万6千円 ↗

＜サービス・活動事業費＞ 2,115万8千円 ↗
　要支援者に対する構成市町村主体の介護予防事業の推進事業です。サービス量推計による事業量です。

　第９期介護保険事業計画に基づく、介護予防支援・居宅介護支援や福祉用具貸与などの在宅サービス、
介護老人福祉施設や介護老人保健施設での施設・居住系サービスといった給付事業です。

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

分担金及び負担金 24億2,714万0千円 23億2,953万2千円 ↗ 9,760万8千円 関係市町村からの負担金

使用料及び手数料 160万0千円 160万0千円 = 0千円 危険物施設許認可手数料

県支出金 8万0千円 8万0千円 = 0千円 県からの負担金
繰越金 3,000万0千円 8,500万0千円 ↘ 5,500万0千円 前年度繰越金
諸収入 14万4千円 14万4千円 = 0千円 雑入　ほか
連合債 3億9,060万0千円 1億2,180万0千円 ↗ 2億6,880万0千円 資金借入金

歳入合計 28億4,956万4千円 25億3,815万6千円 ↗ 3億1,140万8千円

■歳出

消防費 27億4,743万6千円 23億5,976万5千円 ↗ 3億8,767万1千円 人件費、消防活動費

公債費 9,712万8千円 1億7,339万1千円 ↘ 7,626万3千円 資金借入金の返済金

予備費 500万0千円 500万0千円 = 0千円 災害時の予備金
歳出合計 28億4,956万4千円 25億3,815万6千円 ↗ 3億1,140万8千円

＜空気・酸素ボンベ購入事業＞ 272万6千円
　FRP製のボンベは製造から15年を超えての使用が出来ないことから更新整備を行います。
＜消防指令システム部分更新事業＞ 4億9,940万円
　機器等の経年劣化による障害防止や通信方式の変更・サービスの終了に伴い更新整備を行います。
＜本部　車庫改修工事＞ 1,568万6千円
　総務省から緊急消防援助隊に係る無償使用車両として配備される、拠点機能形成車の車庫を整備します。
＜本部　緊援隊資器材格納庫整備＞ 620万4千円
　総務省から拠点機能形成車とともに配備されるの資器材の格納庫を整備します。
＜各消防署施設改修・更新事業＞ 1,170万6千円
　諏訪広域連合公共施設等個別施設計画に基づき、各消防署で次の施設改修・更新事業を行います。
　【諏訪署　外壁改修工事　実施設計業務委託】 213万4千円
　　外壁改修工事の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。
　【諏訪署　高圧受電設備更新工事　実施設計業務委託】 124万3千円
　　高圧受電設備改修の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容
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■諏訪広域消防特別会計

■歳入 ■歳出

■主な新規事業

消防費
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3.41%

予備費

0.18%



　【諏訪署　外部給排水管調査】 85万8千円

　【下諏訪署　屋根外壁改修工事　実施設計業務委託】 286万円
　　屋根外壁改修工事の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。
　【下諏訪署　受変電設備更新工事　実施設計業務委託】 165万3千円
　　高圧受変電設備更新の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。
　【下諏訪署　非常用発電機更新工事　実施設計業務委託】 127万5千円
　　非常用発電機更新の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。
　【富士見署　外壁改修工事　実施設計業務委託】 168万3千円
　　外壁改修工事の設計業務であり、工事は令和８年度に予定しています。

　主な新規事業に掲げているとおりです。

　　地盤沈下等により破損が考えられる給配水管を調査します。調査結果により工事が必要と判断され
　たときは、令和９年度に工事を行う予定です。

■前年度比で増加額の大きい事業



■歳入

財産収入 1,010万0千円 1,010万0千円 = 0千円 基金運用利子収入
繰越金 175万4千円 101万8千円 ↗ 73万6千円 前年度繰越金
諸収入 2千円 2千円 = 0千円 雑入　ほか

歳入合計 1,185万6千円 1,112万0千円 ↗ 73万6千円

■歳出

ふるさと振興事業費 1,175万6千円 1,102万0千円 ↗ 73万6千円
情報ネットワーク事
業、防災対策事業

予備費 10万0千円 10万0千円 = 0千円
歳出合計 1,185万6千円 1,112万0千円 ↗ 73万6千円

＜情報ネットワーク推進事業＞ 64万2千円

＜情報ネットワーク推進事業＞ 223万6千円 ↗

＜防災啓発等共同事業＞ 143万2千円 ↗

　自治体情報システム標準化（※）に伴う長野県高速情報通信ネットワーク（IBN）の回線を増速し整備し
ます。

　※自治体情報システム標準化とは、地方自治体が使用する基幹業務システムを国が定めた一定の基
　　準、規格に適合したシステムへ移行することをいいます。介護保険システムも標準準拠システムへ
　　の移行対象です。

　大規模災害が発生した際の臨時放送に備えた訓練を２年に一度、６市町村及び関係団体と訓練を実施し
ます。

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

　正副広域連合長会議や副市町村長会議などにおいてペーパーレス化に取り組むため、パソコン・ソフト
ウェア等を導入します。

区 分 ７年度 ６年度 前年度比 主な内容

■諏訪地域ふるさと振興基金事業特別会計

■歳入

■主な新規事業

■前年度比で増加額の大きい事業

財産収入

85.19%

繰越金

14.79%

諸収入

0.02%

ふるさと振興事業費

99.16%

予備費

0.84%

■歳出



事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要

空調設備設置工事 八ヶ岳寮

情報システム管理事業・情報ネットワーク推進事業 情報政策課

企画総務課職員共同研修・職員人材育成事業

防災機能強化事業 八ヶ岳寮

■重点事業

関係市町村及び諏訪広域連合職員の人材育成のため、職員

共同研修及び職員人材育成を行います。保育士キャリア

アップ研修、次世代リーダー研修、法制執務研修のほか、

令和７年度は新規にアンコンシャスバイアス研修及びハラ

スメント防止研修を開催します。

南海トラフ地震や能登半島地震など、近年頻発している災

害に備え、食料・飲料水などの備蓄品や、簡易ベッド・ト

イレなど防災用品を保管する防災倉庫用コンテナを設置し

ます。

近年の猛暑に対応するため、利用者居室56室にエアコンを

設置します。すでに設置済みの20室と合わせ、76室全ての

居室への設置が完了となります。

当広域連合主催の会議や研修などにおいてペーパーレス化

に取り組むため、パソコンやソフトウェア等を導入しま

す。計画的なDX化を進めるため、クラウド化したデータを

活用するなど具体的な方法によるコスト削減、業務効率

化、生産性向上を目指します。



事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要

空気・酸素ボンベ購入事業 諏訪広域消防本部

第50回八ヶ岳寮記念寮祭 八ヶ岳寮

第９期介護保険事業計画の運営と介護保険制度への理解 介護保険課

介護従事者定着事業の実施 介護保険課

■重点事業

「第９期介護保険事業計画」の２年目にあたり、１年目の

実績を踏まえた柔軟な事業運営を行うとともに、被保険者

である住民の皆さんやサービス提供事業者（所）等に「介

護保険制度」への理解を深めていただけるよう、広報活動

や説明会等を活用し周知を図ってまいります。

介護従事者確保のため、「広報すわこういき」を活用した

周知・啓発の取り組みや、介護フェスタ等イベントの開催

により、介護の仕事の魅力を伝え、介護に対するイメージ

の向上を図ります。また、取り組みに対する検証を行うた

め、住民の皆さんへの意識調査を実施いたします。

火災現場や救急現場などで使用するFRP製の空気ボンベ及び

酸素ボンベは、製造から15年を超えての使用ができないこ

とから、更新計画を定め、順次整備を進めます。

八ヶ岳寮祭が第50回の節目を迎えるにあたり、記念となる

寮祭を開催します。非日常的な体験を通して生活に張りを

もたらすこと、またご家族や地域の方との交流の機会を目

的とします。



事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要

諏訪消防署　外壁改修工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

消防指令システム部分更新事業 諏訪広域消防本部

消防本部　車庫改修工事 諏訪広域消防本部

消防本部　緊援隊資器材格納庫整備事業 諏訪広域消防本部

■重点事業

総務省消防庁から大規模災害時における拠点機能形成車が

消防本部に配備されるにあたり、車体が大型で既存車庫へ

の入庫が困難であることから、改修工事を行うものです。

上記拠点機能形成車の配備にあわせ、多くの活動用資器材

が配備されます。災害の種別に応じた資器材を迅速に選定

し、運搬するためには一定規模の収納・作業スペースが必

要となるため、新規に格納庫の整備を行うものです。

令和４年度に外壁の一部が落下し、緊急工事を実施するな

ど、老朽化が進んでいます。来庁者及び職員の安全を確保

するため、外壁改修の設計業務を委託します。なお、工事

は令和８年度を予定しています。

119番通報を受けたあと、災害に出動する車両の選定をはじ

めとした現場対応の指示をするための指令システムは、通

信会社による通信方法の変更やサービスの終了が予定され

ているほか、経年劣化によるシステム障害が想定されるこ

とから、更新を行うものです。



事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要

下諏訪消防署　受変電設備更新工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

諏訪消防署　高圧受電設備更新工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

諏訪消防署　外部給排水管調査 諏訪広域消防本部

下諏訪消防署　屋根外壁改修工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

■重点事業

地盤沈下等により排水管の破損が考えられるため、給水管

を含め現況調査をするものです。調査の結果、改修工事が

必要と判断された場合は、実施設計業務を令和８年度、工

事を令和９年度に予定しています。

令和４年度には外壁の一部が落下しているほか、雨漏りに

より室内の天井や軒天が劣化し、外壁及び屋根の老朽化が

進行しています。来庁者及び職員の安全を確保するための

早期の改修が必要で、改修工事の設計業務を委託します。

なお、工事は令和８年度を予定しています。

受変電設備の法定点検において、電気事故を防ぐための早

期の更新が必要との結果が出ています。なお、工事は令和

８年度を予定しています。

電気工作物の法定点検において、不備箇所を早期に改修す

るよう結果が出ており、電気事故を防ぐための改修が必要

となっています。なお、工事は令和８年度を予定していま

す。



事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要


事業名 担当課所

事業概要

情報ネットワーク推進事業 情報政策課

下諏訪消防署　非常用発電機更新工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

富士見消防署　外壁改修工事　実施設計業務委託 諏訪広域消防本部

■重点事業

自治体情報システム標準化への対応として、データ送受信の

増大に対応するため、長野県高速情報通信ネットワーク

（IBN）の回線を増速します。諏訪圏域は令和７年度後半の

移行を予定しています。自治体システムの標準化により業務

負担軽減、効率化が図られ、住民サービスが向上します。

昭和57年の竣工以降、一度も改修工事を実施していないた

め、外壁・軒天の劣化が進んでおり、来庁者及び職員の安

全を確保するため、外壁改修の設計業務を委託します。な

お、工事は令和８年度を予定しています。

非常用発電機の法定点検において、電気事故を防ぐための

早期の更新が必要との結果が出ています。なお、工事は令

和８年度を予定しています。



出典：「諏訪広域連合公共施設等個別施設計画」及び「令和５年度諏訪広域連合一般会計特別会計歳入歳出

　　　決算書」

◆貸借対照表の概要（令和５年度）　※有形・無形固定資産の内訳は代表的なものです

※貸借対照表のほか、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書も作成しています。

16億4,623万3千円

23億0,070万6千円

固定負債

地方債

14億3,350万1千円

9億5,719万2千円

3億6,916万9千円

53億8,044万0千円負債及び純資産合計

流動負債

負債合計

純資産

3億5,688万4千円

3億5,688万4千円

3億0,799万9千円

6億6,488万3千円

47億1,555万7千円

資産合計

延べ面積(㎡)

9,121.90

13,945.98

対象施設

消防本部、6署、2分署、1基地局

救護施設八ヶ岳寮

施設の分類

行政系施設（消防施設）

福祉系施設

有形・無形固定資産

建物（減価償却後）

物品（減価償却後）

投資その他の資産

流動資産

53億8,044万0千円

■コラム

■関係市町村負担金とは？

諏訪広域連合の経費は、国や県からの支出金や保険料などのほか、諏訪広域連合を

組織する市町村からの負担金によりまかなっています。各会計の関係市町村負担金を

合計すると57億1,935万1千円になります。これは、諏訪広域連合の全体の予算251億

7,885万6千円のうち約22.7％にあたります。

わたしたち諏訪広域連合では、この財源で圏域住民の皆さまにしっかりと貢献でき

るよう事務事業を推進しています。

■諏訪広域連合が維持管理する公共施設はどのくらい？

全国的に、公共施設の老朽化が大きな課題となっています。諏訪広域連合では、平

成31年に「諏訪広域連合公共施設等総合管理計画」を、令和３年に「諏訪広域連合公

共施設等個別施設計画」を策定し、公共施設を総合的かつ計画的に管理しています。

諏訪広域連合が維持管理する公共施設のうち、主な

建物は次のとおり消防施設及び救護施設であり、圏域

住民の皆さまの安心・安全に直結する施設です。

◆建物以外の資産は？

上記の建物のほか、消防車や救急車をはじめとした車両、冷暖房などの建築設備、

消防指令システムや資機材などの資産を所有しています。これらの資産については、

「統一的な基準による地方公会計」により「見える化」を図っています。
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